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１【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】
　当社及び連結子会社である株式会社AMSにおいて、不適切な取引が平成19年12月から平成20年12月まで行われていたことが判

明いたしました。

　当社は、平成22年５月より、不適切な取引が行われていた疑いが生じたことから、過去の取引に関して内部調査を進めるとと

もに、外部調査委員会を設置し調査を実施して参りました。

　この結果、過去に行われた取引の一部について、当社及び連結子会社である株式会社AMSにおいて不適切な取引が行われてい

たことが判明し、第４期（平成20年３月期）から第６期（平成22年８月期）第３四半期までの期間の連結財務諸表等及び財務

諸表等について、不適切な取引に係る訂正を行いました。

　上記により、金融商品取引法第24条の２第１項の規定に基づき、平成20年６月27日に提出した第４期（自　平成19年４月１日　

至　平成20年３月31日）の有価証券報告書の訂正報告書を提出するものであります。

　なお、訂正後の第４期（自　平成19年４月１日　至　平成20年３月31日）の連結財務諸表及び財務諸表については、監査法人

Ａ＆Ａパートナーズにより監査を受け、その監査報告書を受領しており、監査報告書を添付しております。

 

２【訂正事項】
第一部　企業情報

第１　企業の概況

１　主要な経営指標等の推移

４　関係会社の状況

第２　事業の状況

１　業績等の概要

(1）業績

(2）キャッシュ・フロー

２　生産、受注及び販売の状況

(3）販売実績

４　事業等のリスク

７　財政状態及び経営成績の分析

(2）当連結会計年度の経営成績の分析

(5）資本の財源及び資金の流動性についての分析

第３　設備の状況

１　設備投資等の概要

２　主要な設備の状況

３　設備の新設、除却等の計画

第５　経理の状況

１　連結財務諸表等

(1）　連結財務諸表

①　連結貸借対照表

②　連結損益計算書

③　連結株主資本等変動計算書

④　連結キャッシュ・フロー計算書

注記事項

（連結損益計算書関係）

（税効果会計関係）

（セグメント情報）

（１株当たり情報）
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２　財務諸表等

(1）財務諸表

①　貸借対照表

②　損益計算書

③　株主資本等変動計算書

注記事項

（税効果会計関係）

（１株当たり情報）

(2）主な資産及び負債の内容

①　流動資産

独立監査人の監査報告書

 

３【訂正箇所】
　訂正箇所は　を付して表示しております。
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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

(1）連結経営指標等

（訂正前）

回次 第１期 第２期 第３期 第４期

決算年月 平成17年３月 平成18年３月 平成19年３月 平成20年３月

売上高 (千円) － － － 3,118,337

経常利益 (千円) － － － 571,623

当期純利益 (千円) － － － 278,574

純資産額 (千円) － － － 4,354,856

総資産額 (千円) － － － 5,234,115

１株当たり純資産額 (円) － － － 55,069.00

１株当たり当期純利益
金額

(円) － － － 3,959.55

潜在株式調整後１株当
たり当期純利益金額

(円) － － － 3,434.35

自己資本比率 (％) － － － 83.2

自己資本利益率 (％) － － － 8.6

株価収益率 (倍) － － － 135.62

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) － － － 240,581

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) － － － △1,510,518

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) － － － 1,998,980

現金及び現金同等物の
期末残高

(千円) － － － 1,650,295

従業員数
（外、平均臨時雇用者
数）

(人)
－
（－）

－
（－）

－
（－）

127
(10）

　（注）１．第４期連結会計年度より連結財務諸表を作成しているため、それ以前については記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。
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（訂正後）

回次 第１期 第２期 第３期 第４期

決算年月 平成17年３月 平成18年３月 平成19年３月 平成20年３月

売上高 (千円) － － － 2,813,337

経常利益 (千円) － － － 267,457

当期純損失（△） (千円) － － － △170,298

純資産額 (千円) － － － 3,905,984

総資産額 (千円) － － － 4,535,242

１株当たり純資産額 (円) － － － 49,392.82

１株当たり当期純損失
金額（△）

(円) － － － △2,420.55

潜在株式調整後１株当
たり当期純利益金額

(円) － － － －

自己資本比率 (％) － － － 86.1

自己資本利益率 (％) － － － △5.7

株価収益率 (倍) － － － －

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) － － － 43,081

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) － － － △1,313,018

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) － － － 1,998,980

現金及び現金同等物の
期末残高

(千円) － － － 1,650,295

従業員数
（外、平均臨時雇用者
数）

(人)
－
（－）

－
（－）

－
（－）

127
（10）

　（注）１．第４期連結会計年度より連結財務諸表を作成しているため、それ以前については記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第４期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり当期純損失

であるため記載しておりません。

４．第４期の株価収益率については、１株当たり当期純損失であるため記載しておりません。
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(2）提出会社の経営指標等

（訂正前）

回次 第１期 第２期 第３期 第４期

決算年月 平成17年３月 平成18年３月 平成19年３月 平成20年３月

売上高 （千円） 205,3981,077,2862,237,5512,743,906

経常利益 （千円） 11,783 84,001 360,162 297,767

当期純利益 （千円） 1,701 69,259 263,777 136,321

持分法を適用した場合
の投資利益

（千円） － － － －

資本金 （千円） 109,400 459,550 960,0001,945,495

発行済株式総数 （株） 17,300 48,330 66,910 79,080

純資産額 （千円） 174,701 854,2602,118,9384,220,816

総資産額 （千円） 220,8121,192,2122,640,2894,682,688

１株当たり純資産額 （円） 10,098.3317,675.5731,668.4853,374.01

１株当たり配当額（う
ち１株当たり中間配当
額）

（円）
－
（－）

－
（－）

－
（－）

－
（－）

１株当たり当期純利益
金額

（円） 185.08 2,054.384,428.701,937.63

潜在株式調整後１株当
たり当期純利益金額

（円） － － 3,538.171,680.62

自己資本比率 （％） 79.1 71.7 80.3 90.1

自己資本利益率 （％） 1.9 13.5 17.7 4.3

株価収益率 （倍） － － 110.42 277.14

配当性向 （％） － － － －

営業活動による
キャッシュ・フロー

（千円） △84,826 △90,681 10,289 －

投資活動による
キャッシュ・フロー

（千円） △50,476△204,597△404,105 －

財務活動による
キャッシュ・フロー

（千円） 171,966 605,772 976,825 －

現金及び現金同等物の
期末残高

（千円） 36,753 347,496 929,965 －

従業員数
（外、平均臨時雇用者
数）

（人）
12
（－）

39
（5）

81
（9）

126
（10）

　（注）１．当社は、平成16年７月12日設立のため、初年度である平成17年３月期より記載しております。なお、第１期は平成16年

７月12日から平成17年３月31日までの８か月と20日となっております。

２．持分法を適用した場合の投資利益については関連会社がないため、記載しておりません。

３．第４期連結会計年度より連結財務諸表を作成しているため、営業活動によるキャッシュ・フロー、投資活動による

キャッシュ・フロー、財務活動によるキャッシュ・フロー及び現金及び現金同等物の期末残高は記載しておりませ

ん。

４．売上高には、消費税等は含まれておりません。

５．第１期及び第２期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、新株予約権の残高はありますが、当社

株式は非上場であるため、期中平均株価が把握できませんので記載しておりません。

６．第１期及び第２期の株価収益率については、当社株式は非上場でありますので記載しておりません。

７．従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は、年間の平均人員を（　）外数で記載しております。
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（訂正後）

回次 第１期 第２期 第３期 第４期

決算年月 平成17年３月 平成18年３月 平成19年３月 平成20年３月

売上高 （千円） 205,3981,077,2862,237,5512,573,906

経常利益 （千円） 11,783 84,001 360,162 127,767

当期純利益又は当期純
損失（△）

（千円） 1,701 69,259 263,777△33,678

持分法を適用した場合
の投資利益

（千円） － － － －

資本金 （千円） 109,400 459,550 960,0001,945,495

発行済株式総数 （株） 17,300 48,330 66,910 79,080

純資産額 （千円） 174,701 854,2602,118,9384,050,816

総資産額 （千円） 220,8121,192,2122,640,2894,512,688

１株当たり純資産額 （円） 10,098.3317,675.5731,668.4851,224.29

１株当たり配当額（う
ち１株当たり中間配当
額）

（円）
－
（－）

－
（－）

－
（－）

－
（－）

１株当たり当期純利益
金額又は１株当たり当
期純損失金額（△）

（円） 185.08 2,054.384,428.70△478.69

潜在株式調整後１株当
たり当期純利益金額

（円） － － 3,538.17 －

自己資本比率 （％） 79.1 71.7 80.3 89.8

自己資本利益率 （％） 1.9 13.5 17.7 △1.1

株価収益率 （倍） － － 110.42 －

配当性向 （％） － － － －

営業活動による
キャッシュ・フロー

（千円） △84,826 △90,681 10,289 －

投資活動による
キャッシュ・フロー

（千円） △50,476△204,597△404,105 －

財務活動による
キャッシュ・フロー

（千円） 171,966 605,772 976,825 －

現金及び現金同等物の
期末残高

（千円） 36,753 347,496 929,965 －

従業員数
（外、平均臨時雇用者
数）

（人）
12
（－）

39
（5）

81
（9）

126
（10）

　（注）１．当社は、平成16年７月12日設立のため、初年度である平成17年３月期より記載しております。なお、第１期は平成16年

７月12日から平成17年３月31日までの８か月と20日となっております。

２．持分法を適用した場合の投資利益については関連会社がないため、記載しておりません。　

３．第４期連結会計年度より連結財務諸表を作成しているため、営業活動によるキャッシュ・フロー、投資活動による

キャッシュ・フロー、財務活動によるキャッシュ・フロー及び現金及び現金同等物の期末残高は記載しておりませ

ん。　

４．売上高には、消費税等は含まれておりません。

５．第１期及び第２期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、新株予約権の残高はありますが、当社

株式は非上場であるため、期中平均株価が把握できませんので記載しておりません。

６．第１期及び第２期の株価収益率については、当社株式は非上場でありますので記載しておりません。

７．従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は、年間の平均人員を（　）外数で記載しております。

８．第４期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり当期純損失

であるため記載しておりません。

９．第４期の株価収益率については、１株当たり当期純損失であるため記載しておりません。
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４【関係会社の状況】

（訂正前）

名称 住所 資本金 主要な事業の内容
議決権の所有
割合（％）

関係内容

（連結子会社）
Acrodea America,Inc.

アメリカ合衆国
カリフォルニア州

400
（千米ドル）

ミドルウェア事業 100 役員の兼任１名

（連結子会社）
株式会社AMS

東京都目黒区
50,000
（千円）

メディア事業 100 役員の兼任２名

　（注）１．主要な事業の内容欄には、事業の種類別セグメントの名称を記載しております。

２．株式会社AMSについては、売上高（連結会社相互間の内部売上高を除く。）の連結売上高に占める割合が10％を超え

ております。

主要な損益情報等

(1）売上高　　　　367,283千円

(2）経常利益　　　314,335千円

(3）当期純利益　　182,732千円

(4）純資産額　　　232,732千円

(5）総資産額　　　847,743千円

 

（訂正後）

名称 住所 資本金 主要な事業の内容
議決権の所有
割合（％）

関係内容

（連結子会社）
Acrodea America,Inc.

アメリカ合衆国
カリフォルニア州

400
（千米ドル）

ミドルウェア事業 100 役員の兼任１名

（連結子会社）
株式会社AMS

東京都目黒区
50,000
（千円）

メディア事業 100 役員の兼任２名

　（注）１．主要な事業の内容欄には、事業の種類別セグメントの名称を記載しております。

２．株式会社AMSについては、債務超過会社で債務超過の額は、平成20年３月末時点で46,140千円となっております。
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第２【事業の状況】

１【業績等の概要】

(1）業績

（訂正前）

　当連結会計年度における我が国の経済は、当初は企業収益の改善を背景とした堅調な設備投資や輸出の増加に加え、雇用

情勢の改善も見られ、景気は緩やかな回復基調となりましたが、後半には原油価格の高騰及びサブプライム問題に端を発

した世界的な金融不安及び株安が進み、景気の先行きに対する不透明感が広がりました。

　当社グループに関連する携帯電話業界におきましては、国内においては、2007年における端末の販売台数が過去最高とな

る約5,230万台（出典：ガートナージャパン調べ）を記録した一方で、端末価格の高騰等により、今後の買換え需要につい

ては緩やかに鈍化していくという見通しであります。それに伴い、キャリア及びメーカー各社のユーザー獲得に向けた差

別化競争は一層熾烈なものになってきておりますが、加えて通信料の低価格競争の激化により、各社とも収益構造の見直

しを進めていることから、当社グループが置かれている業界環境は楽観視できず、今後の動向を注意深く見守っていく必

要があります。

　このような状況の下、当社グループでは、下記にあげる施策を進めることで業界環境の変化に大きく影響されにくい経営

基盤の構築を推進してまいります。また、今後もユーザーの豊かな生活の実現に向け、当社の持ち味であるユーザーオリエ

ンテッドで魅力的な提案を継続的に行っていくことで優位な競争力を保ち、より高い企業成長を目指し邁進していく方針

であります。その一環として、当社ではマンション等集合住宅向けのインターフォンと携帯電話の連携システムの開発

（注１）及びサービスの企画を開始いたしました。本システムは、携帯電話の持つ特性やユーザーの利便性の高さを生か

し、家電等様々な電子機器との連携を深め新たなサービスを開発していくための新規の事業展開の第一歩であり、当社グ

ループの将来における収益基盤の柱のひとつとして推進していく考えです。

 

『業界環境の変化に対する施策』

①　幅広いニーズに応えた製品ラインアップの拡充

　当社グループは、幅広い製品ラインアップによる豊かなポートフォリオを持ち、様々な顧客ならびにユーザーのニー

ズに対応していくことで、業界環境やトレンドの大きな変化による影響を分散しております。

 

②　収益モデルの分散化

　当社グループでは、業界環境の急激な変動による経営リスクの軽減のために、端末販売台数に依存しない収益モデル

の開発と分散を推進しております。従来からの端末台数に応じたロイヤリティ収入のみではなく、当社の技術を基盤

としたサービスにおいて、ユーザーがコンテンツをダウンロードした際の課金からのレベニューシェアやe-コマース

からのレベニューシェア等、収益の多様化を進めております。その一環として、当社グループの主力製品である

「VIVID UI」が、株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモ（以下「NTTドコモ」という）をはじめとする国内大手３キャ

リアに採用され、UIコンテンツの開発及び課金サービスが本格化してきたことから、平成19年７月に、100％子会社

「株式会社AMS」を東京都目黒区に設立し、コンテンツプロバイダ等に向けたコンテンツ開発支援をレベニューシェ

アによる収益モデルで開始いたしました。また、UIカスタマイズの利便性の啓蒙と活性化を目的として、UIコンテンツ

が無料でダウンロードできる携帯サイトの運営を行っており、当サイトにおける広告収入も上げております。

 

③　携帯電話以外への市場拡大

　当社グループでは、出荷ボリュームの巨大な携帯電話市場を背景にビジネスを拡大してしておりますが、並行して携

帯電話以外のデジタル機器に向けた市場開拓を推進しており、カーナビゲーション向けやデジタル家電機器向けのラ

イセンス実績をあげることができました。

　一方、グローバル市場におきましては、中国・インドを中心としてユーザー数の増加は進んでおり、米国Gartner社に

よると、2007年には端末発売台数は約11.5億台まで市場規模が拡大しております。一方でグローバルにおいても端末

の次世代化・高機能化への底上げが確実に進んでいることや、i-phoneのように革新的なUIを持つ端末の登場等によ

り、各メーカーのシェア競争は国内同様に激化しており、当社グループが提案している様々なミドルウェア製品群や

新たなサービスを実現するための技術が活躍する場は今後も拡大していくと思われ、当社グループではグローバル展

開の強化を進めております。その一環として、米国市場における事業展開の推進を目的に、平成19年４月、カリフォル

ニア州に、100％子会社「Acrodea America,Inc.」を設立いたしました。現在、当社グループ製品群の販売に向け、米国

における顧客開拓を進めるとともにアライアンスの拡大を推進しております。

　このように、業界や市場の変化に伴いサービスの多様化が求められている中、当連結会計年度におきましては、ミド

ルウェア事業において、主として国内のキャリアやメーカーに対する「VIVID UI」をはじめとする製品群のライセン

ス販売、ならびにこれらに伴う受託開発が大幅に拡大したほか、株式会社AMSにおけるメディア事業においても、平成
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19年９月に立ち上げた携帯サイトにおける広告収入等が順調に推移するなどの成長を遂げることができましたが一

方で、韓国Samsung Electronics Co., Ltd.（以下「サムスン電子」という）に対して見込んでおりました「VIVID 

UI」のライセンス収入、及び大手グローバルメーカーに対して見込んでおりました「VIVID UI」及び「VIVID

Panorama」の新規ライセンス収入の売上計上が期ずれとなったほか、国内におきましても、「VIVID UI」関連製品の

ライセンス販売が期ずれがあり、見込んでおりました売上高に達することができず、また上記２件の海外売上の計上

がずれこんだことにより国外所得が減少し、外国税額控除が取れず法人税の負担が増加し、課題を残しました。

　この結果、当連結会計年度における売上高は3,118百万円、営業利益は620百万円、経常利益は571百万円、当期純利益

は278百万円となりました。各事業の種類別セグメントの業績は以下のとおりであります。

 

（ミドルウェア事業）

　自社製品開発販売部門におきましては、平成18年11月よりソフトバンクモバイル株式会社（以下「ソフトバンク」と

いう）にライセンス供給している「VIVID UI」に加え、「VIVID Movie」が、平成19年８月にNTTドコモならびにKDDI株

式会社（以下「KDDI」という）に相次いで採用されました。また携帯電話以外にも、韓国Geotel Corporationのカーナ

ビゲーション向けに「VIVID UI」のライセンス供給を実現したほか、三洋電機株式会社デジタルシステムカンパニーDI

事業部のデジタル家電機器向けに、「VIVID UI」のライセンス供給を開始するなどの実績をあげることができました。

　「VIVID Message」につきましては、サムスン電子のグローバル端末向けライセンスが引き続き順調であるほか、国内

においてもソフトバンク向けをはじめとして概ね順調に推移いたしました。

　「VIVID Panorama」につきましても、サムスン電子のグローバル端末向けライセンスが引き続き順調に推移いたしま

した。

　また自動販売機向けに「VIVID Touch」のライセンス販売が実現したほか、「X-Forge」や「VIVID Avatar Maker」な

どのその他の自社製品につきましても、ライセンス販売が予定どおり推移いたしました。

　このように、一部の製品に期ずれが生じ残念ながら売上に計画未達成がございましたが、各製品とも概ね拡販が堅調に

推移しており、その結果、自社製品開発販売部門における売上高は1,571百万円となりました。

　受託開発部門におきましては、国内外のキャリア及びメーカー各社より「VIVID UI」を中心とした開発案件を受注し、

ほぼ予定どおりに推移した結果、売上高は1,177百万円となったほか、コンサルティング部門の売上高は１百万円となり

ました。

　以上の結果、ミドルウェア事業における売上高は2,751百万円、営業利益301百万円となりました。

 

（メディア事業）

　「株式会社AMS」において、「VIVID UI」を使ったNTTドコモの「きせかえツール®」向けにUIコンテンツの開発支援

を行っており、コンテンツのダウンロード課金からのレベニューシェアを徐々に売り上げているほか、UIコンテンツ市

場の活性化を目指して平成19年９月に立ち上げた携帯サイトにおける広告収入が順調に推移し、その結果、メディア事

業における売上高は367百万円、営業利益315百万円となりました。

 

　なお、当連結会計年度は連結財務諸表の作成初年度であるため、前年同期との比較分析は行っておりません。（以下

「(2）キャッシュ・フロー」及び「２　生産、受注及び販売の状況」においても同じ。）

 

（注１）当社は、平成20年２月27日にNTTドコモと各種携帯電話サービスを共同で実現するために包括的な業務提携を締

結し、またそれに伴い、NTTドコモを割当先とする第三者割当による新株式発行を行っておりますが、本増資に伴

う資金調達の一部を当該のインターフォンシステムを中心とした新規製品の開発費に充当しております。

 

（訂正後）

　当連結会計年度における我が国の経済は、当初は企業収益の改善を背景とした堅調な設備投資や輸出の増加に加え、雇用

情勢の改善も見られ、景気は緩やかな回復基調となりましたが、後半には原油価格の高騰及びサブプライム問題に端を発

した世界的な金融不安及び株安が進み、景気の先行きに対する不透明感が広がりました。

　当社グループに関連する携帯電話業界におきましては、国内においては、2007年における端末の販売台数が過去最高とな

る約5,230万台（出典：ガートナージャパン調べ）を記録した一方で、端末価格の高騰等により、今後の買換え需要につい

ては緩やかに鈍化していくという見通しであります。それに伴い、キャリア及びメーカー各社のユーザー獲得に向けた差

別化競争は一層熾烈なものになってきておりますが、加えて通信料の低価格競争の激化により、各社とも収益構造の見直

しを進めていることから、当社グループが置かれている業界環境は楽観視できず、今後の動向を注意深く見守っていく必

要があります。

　このような状況の下、当社グループでは、下記にあげる施策を進めることで業界環境の変化に大きく影響されにくい経営

基盤の構築を推進してまいります。また、今後もユーザーの豊かな生活の実現に向け、当社の持ち味であるユーザーオリエ
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ンテッドで魅力的な提案を継続的に行っていくことで優位な競争力を保ち、より高い企業成長を目指し邁進していく方針

であります。その一環として、当社ではマンション等集合住宅向けのインターフォンと携帯電話の連携システムの開発

（注１）及びサービスの企画を開始いたしました。本システムは、携帯電話の持つ特性やユーザーの利便性の高さを生か

し、家電等様々な電子機器との連携を深め新たなサービスを開発していくための新規の事業展開の第一歩であり、当社グ

ループの将来における収益基盤の柱のひとつとして推進していく考えです。

 

『業界環境の変化に対する施策』

①　幅広いニーズに応えた製品ラインアップの拡充

　当社グループは、幅広い製品ラインアップによる豊かなポートフォリオを持ち、様々な顧客ならびにユーザーのニー

ズに対応していくことで、業界環境やトレンドの大きな変化による影響を分散しております。

 

②　収益モデルの分散化

　当社グループでは、業界環境の急激な変動による経営リスクの軽減のために、端末販売台数に依存しない収益モデル

の開発と分散を推進しております。従来からの端末台数に応じたロイヤリティ収入のみではなく、当社の技術を基盤

としたサービスにおいて、ユーザーがコンテンツをダウンロードした際の課金からのレベニューシェアやe-コマース

からのレベニューシェア等、収益の多様化を進めております。その一環として、当社グループの主力製品である

「VIVID UI」が、株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモ（以下「NTTドコモ」という）をはじめとする国内大手３キャ

リアに採用され、UIコンテンツの開発及び課金サービスが本格化してきたことから、平成19年７月に、100％子会社

「株式会社AMS」を東京都目黒区に設立し、コンテンツプロバイダ等に向けたコンテンツ開発支援をレベニューシェ

アによる収益モデルで開始いたしました。また、UIカスタマイズの利便性の啓蒙と活性化を目的として、UIコンテンツ

が無料でダウンロードできる携帯サイトの運営を行っており、当サイトにおける広告収入も上げております。

 

③　携帯電話以外への市場拡大

　当社グループでは、出荷ボリュームの巨大な携帯電話市場を背景にビジネスを拡大してしておりますが、並行して携

帯電話以外のデジタル機器に向けた市場開拓を推進しており、カーナビゲーション向けやデジタル家電機器向けのラ

イセンス実績をあげることができました。

　一方、グローバル市場におきましては、中国・インドを中心としてユーザー数の増加は進んでおり、米国Gartner社に

よると、2007年には端末発売台数は約11.5億台まで市場規模が拡大しております。一方でグローバルにおいても端末

の次世代化・高機能化への底上げが確実に進んでいることや、i-phoneのように革新的なUIを持つ端末の登場等によ

り、各メーカーのシェア競争は国内同様に激化しており、当社グループが提案している様々なミドルウェア製品群や

新たなサービスを実現するための技術が活躍する場は今後も拡大していくと思われ、当社グループではグローバル展

開の強化を進めております。その一環として、米国市場における事業展開の推進を目的に、平成19年４月、カリフォル

ニア州に、100％子会社「Acrodea America,Inc.」を設立いたしました。現在、当社グループ製品群の販売に向け、米国

における顧客開拓を進めるとともにアライアンスの拡大を推進しております。

　このように、業界や市場の変化に伴いサービスの多様化が求められている中、当連結会計年度におきましては、ミド

ルウェア事業において、主として国内のキャリアやメーカーに対する「VIVID UI」をはじめとする製品群のライセン

ス販売、ならびにこれらに伴う受託開発が大幅に拡大したほか、株式会社AMSにおけるメディア事業においても、平成

19年９月に立ち上げた携帯サイトにおける広告収入等が順調に推移するなどの成長を遂げることができましたが一

方で、韓国Samsung Electronics Co., Ltd.（以下「サムスン電子」という）に対して見込んでおりました「VIVID

UI」のライセンス収入、及び大手グローバルメーカーに対して見込んでおりました「VIVID UI」及び「VIVID

Panorama」の新規ライセンス収入の売上計上が期ずれとなったほか、国内におきましても、「VIVID UI」関連製品の

ライセンス販売が期ずれがあり、見込んでおりました売上高に達することができず、また上記２件の海外売上の計上

がずれこんだことにより国外所得が減少し、外国税額控除が取れず法人税の負担が増加し、課題を残しました。

　この結果、当連結会計年度における売上高は2,813百万円、営業利益は315百万円、経常利益は267百万円、当期純損失

は170百万円となりました。各事業の種類別セグメントの業績は以下のとおりであります。

 

（ミドルウェア事業）

　自社製品開発販売部門におきましては、平成18年11月よりソフトバンクモバイル株式会社（以下「ソフトバンク」と

いう）にライセンス供給している「VIVID UI」に加え、「VIVID Movie」が、平成19年８月にNTTドコモならびにKDDI株

式会社（以下「KDDI」という）に相次いで採用されました。また携帯電話以外にも、韓国Geotel Corporationのカーナ

ビゲーション向けに「VIVID UI」のライセンス供給を実現したほか、三洋電機株式会社デジタルシステムカンパニーDI

事業部のデジタル家電機器向けに、「VIVID UI」のライセンス供給を開始するなどの実績をあげることができました。

　「VIVID Message」につきましては、サムスン電子のグローバル端末向けライセンスが引き続き順調であるほか、国内
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においてもソフトバンク向けをはじめとして概ね順調に推移いたしました。

　「VIVID Panorama」につきましても、サムスン電子のグローバル端末向けライセンスが引き続き順調に推移いたしま

した。

　また自動販売機向けに「VIVID Touch」のライセンス販売が実現したほか、「X-Forge」や「VIVID Avatar Maker」な

どのその他の自社製品につきましても、ライセンス販売が予定どおり推移いたしました。

　このように、一部の製品に期ずれが生じ残念ながら売上に計画未達成がございましたが、各製品とも概ね拡販が堅調に

推移しており、その結果、自社製品開発販売部門における売上高は1,441百万円となりました。

　受託開発部門におきましては、国内外のキャリア及びメーカー各社より「VIVID UI」を中心とした開発案件を受注し、

ほぼ予定どおりに推移した結果、売上高は1,177百万円となったほか、コンサルティング部門の売上高は１百万円となり

ました。

　以上の結果、ミドルウェア事業における売上高は2,621百万円、営業利益131百万円となりました。

 

（メディア事業）

　「株式会社AMS」において、「VIVID UI」を使ったNTTドコモの「きせかえツール®」向けにUIコンテンツの開発支援

を行っており、コンテンツのダウンロード課金からのレベニューシェアを徐々に売り上げているほか、UIコンテンツ市

場の活性化を目指して平成19年９月に立ち上げた携帯サイトにおける広告収入が順調に推移し、その結果、メディア事

業における売上高は192百万円、営業利益181百万円となりました。

 

　なお、当連結会計年度は連結財務諸表の作成初年度であるため、前年同期との比較分析は行っておりません。（以下

「(2）キャッシュ・フロー」及び「２　生産、受注及び販売の状況」においても同じ。）

 

（注１）当社は、平成20年２月27日にNTTドコモと各種携帯電話サービスを共同で実現するために包括的な業務提携を

締結し、またそれに伴い、NTTドコモを割当先とする第三者割当による新株式発行を行っておりますが、本増資

に伴う資金調達の一部を当該のインターフォンシステムを中心とした新規製品の開発費に充当しております。

 

(2）キャッシュ・フロー

（訂正前）

　当連結会計年度における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、1,650百万円となりました。

　当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの主な要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は240百万円となりました。これは主に、税金等調整前当期純利益548百万円及び減価償却費

189百万円等があった一方、売上債権の増加251百万円及び法人税等の支払額203百万円等の支出によるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は1,510百万円となりました。これは主に、ソフトウェア等の無形固定資産の取得による支

出1,136百万円、投資有価証券の取得による支出388百万円及びのれん譲渡による収入162百万円等によるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果得られた資金は1,998百万円となりました。これは新株予約権の行使による株式発行に加え、平成20年２

月27日に締結いたしましたNTTドコモとの業務・資本提携に基づき、同社を割当先とし、１株あたり402千円で4,500株の第

三者割当増資を実施したことによるものであります。

 

（訂正後）

　当連結会計年度における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、1,650百万円となりました。

　当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの主な要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は43百万円となりました。これは主に、税金等調整前当期純利益113百万円及び減価償却費

189百万円等があった一方、売上債権の増加14百万円及び法人税等の支払額203百万円等の支出によるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は1,313百万円となりました。これは主に、ソフトウェア等の無形固定資産の取得による支
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出938百万円、投資有価証券の取得による支出388百万円及びのれん譲渡による収入162百万円等によるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果得られた資金は1,998百万円となりました。これは新株予約権の行使による株式発行に加え、平成20年２

月27日に締結いたしましたNTTドコモとの業務・資本提携に基づき、同社を割当先とし、１株あたり402千円で4,500株の第

三者割当増資を実施したことによるものであります。
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２【生産、受注及び販売の状況】

(3）販売実績

　当連結会計年度の販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

（訂正前）

事業の種類別セグメントの名称
当連結会計年度

（自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日）

前年同期比（％）

ミドルウェア事業 (千円) 2,751,054 －

メディア事業 (千円) 367,283 －

合計（千円） 3,118,337 －

　（注）１．セグメント間の取引については相殺消去しております。

２．当連結会計年度の主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は次のとおりであります。

相手先

当連結会計年度
（自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日）

金額（千円） 割合（％）

Samsung Electronics Co., Ltd578,003 18.5

株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモ 517,312 16.6

ソフトバンクモバイル株式会社 478,042 15.3

３．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

（訂正後）

事業の種類別セグメントの名称
当連結会計年度

（自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日）

前年同期比（％）

ミドルウェア事業 (千円) 2,621,054 －

メディア事業 (千円) 192,283 －

合計（千円） 2,813,337 －

　（注）１．セグメント間の取引については相殺消去しております。

２．当連結会計年度の主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は次のとおりであります。

相手先

当連結会計年度
（自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日）

金額（千円） 割合（％）

Samsung Electronics Co., Ltd578,003 20.5

株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモ 517,312 18.4

ソフトバンクモバイル株式会社 478,042 17.0

３．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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４【事業等のリスク】

⑫　サムスン電子に対する売上に伴う販売手数料の発生について

（訂正前）

　サムスン電子に対する売上高については、下表のとおり、販売代理店に対し売上高に応じた販売手数料が発生し、利益

率を引き下げる要因となっております。

区　分
平成19年３月期 平成20年３月期

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

連結総売上高 2,237,551 100.0 3,118,337 100.0

サムスン電子対する売上高 476,308 21.3 578,003 18.5

販売手数料 213,508 9.5 267,745 8.6

※　当社グループは当期が連結初年度のため、上表に参考記載された平成19年３月31日現在の売上高をはじめとする数値につき

ましては、当社個別の業績を使用しております。

 

（訂正後）

　サムスン電子に対する売上高については、下表のとおり、販売代理店に対し売上高に応じた販売手数料が発生し、利益

率を引き下げる要因となっております。

区　分
平成19年３月期 平成20年３月期

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

連結総売上高 2,237,551 100.0 2,813,337 100.0

サムスン電子対する売上高 476,308 21.3 578,003 20.5

販売手数料 213,508 9.5 267,745 9.5

※　当社グループは当期が連結初年度のため、上表に参考記載された平成19年３月31日現在の売上高をはじめとする数値につき

ましては、当社個別の業績を使用しております。
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７【財政状態及び経営成績の分析】

(2）当連結会計年度の経営成績の分析

（訂正前）

（売上高）

　当連結会計年度の売上高は3,118百万円となりました。ミドルウェア事業の自社製品開発販売部門において、国内外の顧

客に対するライセンスの拡大が順調に進み、売上高1,571百万円となりました。また、受託開発部門においても、主として自

社製品の採用拡大に伴う国内キャリア向けの受注が増加し、売上高1,177百万円となりました。メディア事業も広告売上を

中心として順調に推移し、売上高367百万円となりました。

（売上総利益）

　当連結会計年度の売上原価は946百万円、売上総利益は2,171百万円となりました。

（販売費及び一般管理費）

　当連結会計年度の販売費及び一般管理費は1,551百万円となりました。その内訳として、ライセンス売上に伴う販売代理

店及び共同開発会社に対する販売手数料ならびに給与手当が主たるものとなりました。

（営業外損益）

　当連結会計年度の営業外収益は、２百万円となりました。一方、営業外費用は、平成20年３月13日にNTTドコモに対する第

三者割当新株発行等による株式交付費及び為替差損を計上した結果、51百万円となりました。

（特別損益・法人税等・法人税等調整額）

　当連結会計年度の特別利益は投資有価証券売却益６百万円が発生しております。一方、特別損失は事務所移転に伴う移転

費用及び固定資産除却損を計上した結果、30百万円となりました。法人税等が301百万円、還付法人税等が19百万円、法人税

等調整額として△12百万円を計上しております。

 

（訂正後）

（売上高）

　当連結会計年度の売上高は2,813百万円となりました。ミドルウェア事業の自社製品開発販売部門において、国内外の顧

客に対するライセンスの拡大が順調に進み、売上高1,441百万円となりました。また、受託開発部門においても、主として自

社製品の採用拡大に伴う国内キャリア向けの受注が増加し、売上高1,177百万円となりました。メディア事業も広告売上を

中心として順調に推移し、売上高192百万円となりました。

（売上総利益）

　当連結会計年度の売上原価は946百万円、売上総利益は1,866百万円となりました。

（販売費及び一般管理費）

　当連結会計年度の販売費及び一般管理費は1,550百万円となりました。その内訳として、ライセンス売上に伴う販売代理

店及び共同開発会社に対する販売手数料ならびに給与手当が主たるものとなりました。

（営業外損益）

　当連結会計年度の営業外収益は、２百万円となりました。一方、営業外費用は、平成20年３月13日にNTTドコモに対する第

三者割当新株発行等による株式交付費及び為替差損を計上した結果、51百万円となりました。

（特別損益・法人税等・法人税等調整額）

　当連結会計年度の特別利益は投資有価証券売却益６百万円が発生しております。一方、特別損失は事務所移転に伴う移転

費用、固定資産除却損及び不適切取引損失を計上した結果、160百万円となりました。法人税等が301百万円、還付法人税等

が19百万円、法人税等調整額として１百万円を計上しております。
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(5）資本の財源及び資金の流動性についての分析

（訂正前）

①　資産、負債及び純資産の状況

（資産）

　当連結会計年度末における総資産は5,234百万円となりました。

　流動資産は第三者割当増資により調達した資金の増加、売掛金及び仕掛品等により2,923百万円となりました。

　固定資産は2,310百万円となり、これは主に販売目的のソフトウェア、今後の事業拡大に伴う当社グループにおける自

社利用目的のソフトウェアへの投資、及び内部統制の実施に向けたERP導入によるシステム構築等の増加によるもので

あります。

（負債）

　負債の合計額は879百万円となり、これは主に未払金、未払法人税等及び未払費用等によるものであります。

（純資産）

　純資産につきましては、新株予約権の行使及び第三者割当増資による資本金及び資本剰余金の増加等により4,354百万

円となりました。

 

（訂正後）

①　資産、負債及び純資産の状況

（資産）

　当連結会計年度末における総資産は4,535百万円となりました。

　流動資産は第三者割当増資により調達した資金の増加、売掛金及び仕掛品等により2,685百万円となりました。

　固定資産は1,850百万円となり、これは主に販売目的のソフトウェア、今後の事業拡大に伴う当社グループにおける自

社利用目的のソフトウェアへの投資、及び内部統制の実施に向けたERP導入によるシステム構築等の増加によるもので

あります。

（負債）

　負債の合計額は629百万円となり、これは主に未払金、未払法人税等及び未払費用等によるものであります。

（純資産）

　純資産につきましては、新株予約権の行使及び第三者割当増資による資本金及び資本剰余金の増加等により3,905百万

円となりました。
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第３【設備の状況】

１【設備投資等の概要】

（訂正前）

　当連結会計年度の設備投資の総額は770,118千円であります。その主なものは、事業拡大による移転に伴う建物附属設備

50,082千円、内部統制対応に伴うERPシステム構築69,216千円、メディア事業における携帯サイトの取得60,000千円、イン

ターフォンシステム特許専用実施権50,000千円、及びe-コマースシステム構築467,000千円であります。

 

（訂正後）

　当連結会計年度の設備投資の総額は310,118千円であります。その主なものは、事業拡大による移転に伴う建物附属設備

50,082千円、内部統制対応に伴うERPシステム構築69,216千円、メディア事業における携帯サイトの取得10,000千円、イン

ターフォンシステム特許専用実施権50,000千円、及びe-コマースシステム構築57,000千円であります。

 

２【主要な設備の状況】

（訂正前）

　当社グループにおける主要な設備は、次のとおりであります。

(1）提出会社

       平成20年３月31日現在

事業所名
（所在地）

事業の種類別セグ
メントの名称

設備の内容

帳簿価額（千円）
従業
員数
（人）建物 器具備品 のれん

ソフト
ウェア

その他 合計

本社
（東京都目黒区）

ミドルウェア事業 本社機能 30,78535,74224,62484,91147,500223,563
94
(10)

Acrodea, Inc.
Korea Branch
（韓国ソウル市）

ミドルウェア事業 販売設備 11,7223,137 － 2,478 － 17,33821

Acrodea, Inc.
Europe Branch
（フィンランドヘルシン
キ市）

ミドルウェア事業 開発設備 － 2,351 － 2,373 － 4,72411

　（注）１．金額は有形固定資産及びソフトウェアの帳簿価額であり、消費税等は含まれておりません。

２．帳簿価額のうち「ソフトウェア」は、自社利用ソフトウェア（仮勘定含む）であり、「その他」は、インターフォン

システム特許専用実施権であります。

３．従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数（人材会社からの派遣社員）は、年間の平均人員を（　）外数で記載して

おります。

４．上記事務所においては、他の者から建物の貸借を受けております。

事業所名
（所在地）

事業の種類別セグ
メントの名称

年間賃借料
（千円）

本社
（東京都目黒区）

ミドルウェア事業 105,470

Acrodea, Inc.
Korea Branch
（韓国ソウル市）

ミドルウェア事業 23,325

Acrodea, Inc.
Europe Branch
（フィンランドヘルシン
キ市）

ミドルウェア事業 8,426

合計 － 137,222
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(2）国内子会社

    平成20年３月31日現在

会社名
事業所名
（所在地）

事業の種類
別セグメン
トの名称

設備の内容

帳簿価額（千円）
従業
員数
（人）建物 器具備品 のれん

ソフト
ウェア

その他 合計

株式会社AMS
本社
（東京都目黒
区）

メディア事
業

本社機能 － － 58,000467,000 － 525,0001

　（注）１．金額は有形固定資産及びソフトウェアの帳簿価額であり、消費税等は含まれておりません。

２．帳簿価額のうち「ソフトウェア」は、すべてソフトウェア仮勘定であります。

３．同社の業務は、当社従業員が兼務しております。

 

（訂正後）

　当社グループにおける主要な設備は、次のとおりであります。

(1）提出会社

       平成20年３月31日現在

事業所名
（所在地）

事業の種類別セグ
メントの名称

設備の内容

帳簿価額（千円）
従業
員数
（人）建物 器具備品 のれん

ソフト
ウェア

その他 合計

本社
（東京都目黒区）

ミドルウェア事業 本社機能 30,78535,74224,62484,91147,500223,563
94
(10)

Acrodea, Inc.
Korea Branch
（韓国ソウル市）

ミドルウェア事業 販売設備 11,7223,137 － 2,478 － 17,33821

Acrodea, Inc. 
Europe Branch
（フィンランドヘルシン
キ市）

ミドルウェア事業 開発設備 － 2,351 － 2,373 － 4,72411

　（注）１．金額は有形固定資産及びソフトウェアの帳簿価額であり、消費税等は含まれておりません。

２．帳簿価額のうち「ソフトウェア」は、自社利用ソフトウェア（仮勘定含む）であり、「その他」は、インターフォン

システム特許専用実施権であります。

３．従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数（人材会社からの派遣社員）は、年間の平均人員を（　）外数で記載して

おります。

４．上記事務所においては、他の者から建物の貸借を受けております。

事業所名
（所在地）

事業の種類別セグ
メントの名称

年間賃借料
（千円）

本社
（東京都目黒区）

ミドルウェア事業 105,470

Acrodea, Inc.
Korea Branch
（韓国ソウル市）

ミドルウェア事業 23,325

Acrodea, Inc.
Europe Branch
（フィンランドヘルシン
キ市）

ミドルウェア事業 8,426

合計 － 137,222
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(2）国内子会社

    平成20年３月31日現在

会社名
事業所名
（所在地）

事業の種類
別セグメン
トの名称

設備の内容

帳簿価額（千円）
従業
員数
（人）建物 器具備品 のれん

ソフト
ウェア

その他 合計

株式会社AMS
本社
（東京都目黒
区）

メディア事
業

本社機能 － － 8,83357,000 － 65,833 1

　（注）１．金額は有形固定資産及びソフトウェアの帳簿価額であり、消費税等は含まれておりません。

２．帳簿価額のうち「ソフトウェア」は、すべてソフトウェア仮勘定であります。

３．同社の業務は、当社従業員が兼務しております。

 

３【設備の新設、除却等の計画】

（訂正前）

　当社グループでは新規ビジネス開始に向け、e-コマースシステム構築を計画をしております。

重要な設備の新設

会社名
事業所名
（所在地）

事業の種類
別セグメン
トの名称

設備の内容

投資予定金額
資金調達方
法

着手及び完了予定年月
完成後の増
加能力総額

（千円）
既支払額
（千円）

着手 完了

株式会社AMS
本社
（東京都目
黒区）

メディア事
業

e-コマース
システム

750,000467,000
自己資金及
び借入金

平成19.12平成20.10 －

 

（訂正後）

　当社グループでは新規ビジネス開始に向け、e-コマースシステム構築を計画をしております。

重要な設備の新設

会社名
事業所名
（所在地）

事業の種類
別セグメン
トの名称

設備の内容

投資予定金額
資金調達方
法

着手及び完了予定年月
完成後の増
加能力総額

（千円）
既支払額
（千円）

着手 完了

株式会社AMS
本社
（東京都目
黒区）

メディア事
業

e-コマース
システム

340,00057,000
自己資金及
び借入金

平成19.12平成20.10 －
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第５【経理の状況】
 

２．監査証明について

（訂正前）

　当社は、証券取引法第193条の２の規定に基づき、前事業年度（平成18年４月１日から平成19年３月31日まで）の財務諸表

についてはみすず監査法人により監査を受け、また金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当連結会計年度（平

成19年４月１日から平成20年３月31日まで）の連結財務諸表及び当事業年度（平成19年４月１日から平成20年３月31日ま

で）の財務諸表については監査法人Ａ＆Ａパートナーズにより監査を受けております。

　なお、当社の監査人は次のとおり交代しております。

前事業年度　　　　　　　　　　　　　　　みすず監査法人

当連結会計年度及び当事業年度　　　　　　監査法人Ａ＆Ａパートナーズ

 

（訂正後）

　当社は、証券取引法第193条の２の規定に基づき、前事業年度（平成18年４月１日から平成19年３月31日まで）の財務諸表

についてはみすず監査法人により監査を受け、また金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当連結会計年度（平

成19年４月１日から平成20年３月31日まで）の連結財務諸表及び当事業年度（平成19年４月１日から平成20年３月31日ま

で）の財務諸表については監査法人Ａ＆Ａパートナーズにより監査を受けております。

　なお、当社の監査人は次のとおり交代しております。

前事業年度　　　　　　　　　　　　　　　みすず監査法人

当連結会計年度及び当事業年度　　　　　　監査法人Ａ＆Ａパートナーズ

　なお、金融商品取引法第24条の２第１項の規定に基づき、有価証券報告書の訂正報告書を提出しておりますが、当連結会計

年度（平成19年４月１日から平成20年３月31日まで）の訂正後の連結財務諸表及び当事業年度（平成19年４月１日から平

成20年３月31日まで）の訂正後の財務諸表について、監査法人Ａ＆Ａパートナーズにより監査を受け、監査報告書を受領し

ております。
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１【連結財務諸表等】

（１）【連結財務諸表】

①【連結貸借対照表】

（訂正前）

  
当連結会計年度

（平成20年３月31日）
 

区分
注記
番号

金額（千円）
構成比
（％）

  

（資産の部）        

Ⅰ　流動資産        

１．現金及び預金   1,525,099    

２．売掛金   1,187,234    

３．たな卸資産   101,414    

４．前払費用   27,538     

５．繰延税金資産   50,355     

６．その他   31,932     

流動資産合計   2,923,57455.9    

Ⅱ　固定資産        

１．有形固定資産        

(1）建物  51,047      

減価償却累計額  8,540 42,507     

(2）車両運搬具  3,150      

減価償却累計額  2,382 767     

(3）器具備品  81,289      

減価償却累計額  36,641 44,648     

(4）建設仮勘定   3,868     

有形固定資産合計   91,7901.8    

２．無形固定資産        

(1）のれん   82,624     

(2）ソフトウェア   885,991    

(3）ソフトウェア仮勘定   618,012    

(4）その他   13     

無形固定資産合計   1,586,64030.3    

３．投資その他の資産        

(1）投資有価証券 ※１  451,394    

(2）差入保証金   120,814    

(3）長期前払費用   42,500     
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当連結会計年度

（平成20年３月31日）
 

区分
注記
番号

金額（千円）
構成比
（％）

  

(4）繰延税金資産   17,399     

投資その他の資産合計   632,10812.1    

固定資産合計   2,310,54044.1    

資産合計   5,234,115100.0    

        

（負債の部）        

Ⅰ　流動負債        

１．買掛金   99,524     

２．一年内償還予定社債   18,000     

３．未払金   336,327    

４．未払法人税等   257,015    

５．未払費用   129,740    

６．預り金   15,651     

流動負債合計   856,25816.4    

Ⅱ　固定負債        

社債   23,000     

固定負債合計   23,0000.4    

負債合計   879,25816.8    

        

（純資産の部）        

Ⅰ　株主資本        

１．資本金   1,945,49537.2    

２．資本剰余金   1,809,69534.6    

３．利益剰余金   613,31211.7    

株主資本合計   4,368,50283.5    

Ⅱ　評価・換算差額等        

１．その他有価証券評価差
額金

  △5,433△0.1    

２．為替換算調整勘定   △8,212△0.2    

評価・換算差額等合計   △13,646△0.3    

純資産合計   4,354,85683.2    

負債純資産合計   5,234,115100.0    
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（訂正後）

  
当連結会計年度

（平成20年３月31日）
 

区分
注記
番号

金額（千円）
構成比
（％）

  

（資産の部）        

Ⅰ　流動資産        

１．現金及び預金   1,525,099    

２．売掛金   950,984    

３．たな卸資産   101,414    

４．前払費用   27,538     

５．繰延税金資産   36,987     

６．その他   43,182     

流動資産合計   2,685,20759.2    

Ⅱ　固定資産        

１．有形固定資産        

(1）建物  51,047      

減価償却累計額  8,540 42,507     

(2）車両運搬具  3,150      

減価償却累計額  2,382 767     

(3）器具備品  81,289      

減価償却累計額  36,641 44,648     

(4）建設仮勘定   3,868     

有形固定資産合計   91,7902.0    

２．無形固定資産        

(1）のれん   33,457     

(2）ソフトウェア   885,991    

(3）ソフトウェア仮勘定   208,012    

(4）その他   13     

無形固定資産合計   1,127,47424.9    

３．投資その他の資産        

(1）投資有価証券 ※１  451,394    

(2）差入保証金   120,814    

(3）長期前払費用   42,500     
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当連結会計年度

（平成20年３月31日）
 

区分
注記
番号

金額（千円）
構成比
（％）

  

(4）繰延税金資産   16,061     

投資その他の資産合計   630,77013.9    

固定資産合計   1,850,03540.8    

資産合計   4,535,242100.0    

        

（負債の部）        

Ⅰ　流動負債        

１．買掛金   99,524     

２．一年内償還予定社債   18,000     

３．未払金   86,327     

４．未払法人税等   257,015    

５．未払費用   129,740    

６．預り金   15,651     

流動負債合計   606,25813.4    

Ⅱ　固定負債        

社債   23,000     

固定負債合計   23,0000.5    

負債合計   629,25813.9    

        

（純資産の部）        

Ⅰ　株主資本        

１．資本金   1,945,49542.9    

２．資本剰余金   1,809,69539.9    

３．利益剰余金   164,4403.6    

株主資本合計   3,919,63086.4    

Ⅱ　評価・換算差額等        

１．その他有価証券評価差
額金

  △5,433△0.1    

２．為替換算調整勘定   △8,212△0.2    

評価・換算差額等合計   △13,646△0.3    

純資産合計   3,905,98486.1    

負債純資産合計   4,535,242100.0    
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②【連結損益計算書】

（訂正前）

  
当連結会計年度

（自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日）

 

区分
注記
番号

金額（千円）
百分比
（％）

  

Ⅰ　売上高   3,118,337100.0    

Ⅱ　売上原価   946,63130.4    

売上総利益   2,171,70569.6    

Ⅲ　販売費及び一般管理費 ※1,2  1,551,66149.8    

営業利益   620,04419.9    

Ⅳ　営業外収益        

１．受取利息  2,182      

２．受取配当金  522      

３．その他  101 2,8060.1    

Ⅴ　営業外費用        

１．支払利息  531      

２．為替差損  36,875      

３．株式交付費  11,351      

４．その他  2,467 51,2271.6    

経常利益   571,62318.3    

Ⅵ　特別利益        

１．投資有価証券売却益  6,891 6,8910.2    

Ⅶ　特別損失        

１．移転費用  30,342      

２．固定資産除却損 ※３ 37 30,3791.0    

税金等調整前当期純利
益

  548,13417.6    

法人税、住民税及び事業
税

 301,902      

還付法人税等  △19,509      

法人税等調整額  △12,832269,5608.6    

当期純利益   278,5748.9    

        

 

EDINET提出書類

株式会社アクロディア(E05630)

訂正有価証券報告書

26/56



（訂正後）

  
当連結会計年度

（自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日）

 

区分
注記
番号

金額（千円）
百分比
（％）

  

Ⅰ　売上高   2,813,337100.0    

Ⅱ　売上原価   946,63133.6    

売上総利益   1,866,70566.4    

Ⅲ　販売費及び一般管理費 ※1,2  1,550,82855.1    

営業利益   315,87711.2    

Ⅳ　営業外収益        

１．受取利息  2,182      

２．受取配当金  522      

３．その他  101 2,8060.1    

Ⅴ　営業外費用        

１．支払利息  531      

２．為替差損  36,875      

３．株式交付費  11,351      

４．その他  2,467 51,2271.8    

経常利益   267,4579.5    

Ⅵ　特別利益        

１．投資有価証券売却益  6,891 6,8910.2    

Ⅶ　特別損失        

１．移転費用  30,342      

２．固定資産除却損 ※３ 37      

３．不適切取引損失  130,000160,3795.7    

税金等調整前当期純利
益

  113,9684.1    

法人税、住民税及び事業
税

 301,902      

還付法人税等  △19,509      

法人税等調整額  1,873 284,26610.1    

当期純損失（△）   △170,298△6.1    
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③【連結株主資本等変動計算書】

当連結会計年度（自　平成19年４月１日　至　平成20年３月31日）

（訂正前）

 

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
資本金 資本剰余金 利益剰余金

株主資本合
計

その他有価
証券評価差
額金

為替換算調
整勘定

評価・換算
差額等合計

平成19年３月31日　残高（千円） 960,000824,200334,7382,118,938 － － － 2,118,938

連結会計年度中の変動額         

新株の発行 985,495985,495  1,970,990    1,970,990

当期純利益   278,574278,574    278,574

株主資本以外の項目の連結会計
年度中の変動額（純額）

    △5,433△8,212△13,646△13,646

連結会計年度中の変動額合計
（千円）

985,495985,495278,5742,249,564△5,433△8,212△13,6462,235,917

平成20年３月31日　残高（千円） 1,945,4951,809,695613,3124,368,502△5,433△8,212△13,6464,354,856

         

 

（訂正後）

 

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
資本金 資本剰余金 利益剰余金

株主資本合
計

その他有価
証券評価差
額金

為替換算調
整勘定

評価・換算
差額等合計

平成19年３月31日　残高（千円） 960,000824,200334,7382,118,938 － － － 2,118,938

連結会計年度中の変動額         

新株の発行 985,495985,495  1,970,990    1,970,990

当期純損失（△）   △170,298△170,298    △170,298

株主資本以外の項目の連結会計
年度中の変動額（純額）

    △5,433△8,212△13,646△13,646

連結会計年度中の変動額合計
（千円）

985,495985,495△170,2981,800,691△5,433△8,212△13,6461,787,045

平成20年３月31日　残高（千円） 1,945,4951,809,695164,4403,919,630△5,433△8,212△13,6463,905,984
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④【連結キャッシュ・フロー計算書】

（訂正前）

  
当連結会計期間

（自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日）

区分
注記
番号

金額（千円）

Ⅰ　営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前当期純利益  548,134

減価償却費  189,289

のれん償却額  10,208

受取利息及び受取配当金  △2,704

支払利息  531

為替差損益  3,037

株式交付費  11,351

投資有価証券売却益  △6,891

売上債権の増減額（増加：△）  △251,166

たな卸資産の増減額（増加：△）  △49,737

仕入債務の増減額（減少：△）  46,469

未払費用の増減額（減少：△）  28,237

未払及び未収消費税等の増減額  △68,171

前受金の増減額（減少：△）  △93,315

その他  57,372

小計  422,647

利息及び配当金の受取額  2,704

利息の支払額  △530

法人税等の支払額  △203,749

法人税等の還付額  19,509

営業活動によるキャッシュ・フロー  240,581

Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出  △104,672

無形固定資産の取得による支出  △1,136,014

投資有価証券の取得による支出  △388,768

投資有価証券の売却による収入  60,300

のれん譲渡による収入  162,832

敷金保証金の差入による支出  △82,950

敷金保証金の返還による収入  29,543

長期前払費用の取得による支出  △50,000

その他  △788

投資活動によるキャッシュ・フロー  △1,510,518
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当連結会計期間

（自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日）

区分
注記
番号

金額（千円）

Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フロー   

株式発行による収入  1,959,638

社債の発行による収入  48,342

社債の償還による支出  △9,000

財務活動によるキャッシュ・フロー  1,998,980

Ⅳ　現金及び現金同等物に係る換算差額  △8,714

Ⅴ　現金及び現金同等物の増減額（減少：△）  720,329

Ⅵ　現金及び現金同等物の期首残高  929,965

Ⅶ　現金及び現金同等物の期末残高 ※ 1,650,295
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（訂正後）

  
当連結会計期間

（自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日）

区分
注記
番号

金額（千円）

Ⅰ　営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前当期純利益  113,968

減価償却費  189,289

のれん償却額  9,374

受取利息及び受取配当金  △2,704

支払利息  531

為替差損益  3,037

株式交付費  11,351

投資有価証券売却益  △6,891

売上債権の増減額（増加：△）  △14,916

たな卸資産の増減額（増加：△）  △49,737

仕入債務の増減額（減少：△）  46,469

未払費用の増減額（減少：△）  28,237

未払及び未収消費税等の増減額  △68,171

前受金の増減額（減少：△）  △93,315

その他  58,622

小計  225,147

利息及び配当金の受取額  2,704

利息の支払額  △530

法人税等の支払額  △203,749

法人税等の還付額  19,509

営業活動によるキャッシュ・フロー  43,081

Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出  △104,672

無形固定資産の取得による支出  △938,514

投資有価証券の取得による支出  △388,768

投資有価証券の売却による収入  60,300

のれん譲渡による収入  162,832

敷金保証金の差入による支出  △82,950

敷金保証金の返還による収入  29,543

長期前払費用の取得による支出  △50,000

その他  △788

投資活動によるキャッシュ・フロー  △1,313,018

 

EDINET提出書類

株式会社アクロディア(E05630)

訂正有価証券報告書

31/56



  
当連結会計期間

（自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日）

区分
注記
番号

金額（千円）

Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フロー   

株式発行による収入  1,959,638

社債の発行による収入  48,342

社債の償還による支出  △9,000

財務活動によるキャッシュ・フロー  1,998,980

Ⅳ　現金及び現金同等物に係る換算差額  △8,714

Ⅴ　現金及び現金同等物の増減額（減少：△）  720,329

Ⅵ　現金及び現金同等物の期首残高  929,965

Ⅶ　現金及び現金同等物の期末残高 ※ 1,650,295
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注記事項

（連結損益計算書関係）

（訂正前）

当連結会計年度
（自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日）

 

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額  

 

役員報酬 226,997千円

給料手当 339,335

販売手数料 358,228

減価償却費 24,069

のれん償却額 10,208

　

 

※２　研究開発費の総額  

 

一般管理費に含まれる研究開発費 37,955千円

　

 

※３　固定資産除却損は、器具備品37千円であります。  

 

（訂正後）

当連結会計年度
（自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日）

 

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額  

 

役員報酬 226,997千円

給料手当 339,335

販売手数料 358,228

減価償却費 24,069

のれん償却額 9,374

　

 

※２　研究開発費の総額  

 

一般管理費に含まれる研究開発費 37,955千円

　

 

※３　固定資産除却損は、器具備品37千円であります。  
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（税効果会計関係）

（訂正前）

当連結会計年度
（自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日）

 

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別

の内訳

 

 

繰延税金資産 （千円）

減価償却超過額 13,672

未払事業税損金不算入 24,561

売上調整加算額等 20,345

未払外国法人税等 3,515

有価証券評価差額金 3,727

繰越欠損金 9,650

その他 1,933

繰延税金資産合計 77,405

評価性引当額 △9,650

繰延税金資産の純額 67,755

　

 

　繰延税金資産の純額は、連結貸借対照表の以下の項目

に含まれております。

 

 

 （千円）

流動資産－繰延税金資産 50,355

固定資産－繰延税金資産 17,399

　

 

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担

率との間に重要な差異があるときの、当該差異の原

因となった主要な項目別の内訳

 

 

 （％）

法定実効税率 40.6

（調整）  

外国税額損金算入 5.3

交際費等永久に損金に算入されない項目 1.7

住民税均等割 0.4

評価性引当額 1.7

還付法人税等 △3.5

その他 2.9

税効果会計適用後の法人税等の負担率 49.1
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（訂正後）

当連結会計年度
（自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日）

 

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別

の内訳

 

 

繰延税金資産 （千円）

減価償却超過額 13,672

未払事業税損金不算入 24,561

売上調整加算額等 20,345

未払外国法人税等 3,515

有価証券評価差額金 3,727

繰越欠損金 9,650

その他 1,933

繰延税金資産合計 77,405

評価性引当額 △24,355

繰延税金資産の純額 53,049

　

 

　繰延税金資産の純額は、連結貸借対照表の以下の項目

に含まれております。

 

 

 （千円）

流動資産－繰延税金資産 36,987

固定資産－繰延税金資産 16,061

　

 

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担

率との間に重要な差異があるときの、当該差異の原

因となった主要な項目別の内訳

 

 

 （％）

法定実効税率 40.7

（調整）  

外国税額損金算入 25.6

交際費等永久に損金に算入されない項目 8.2

住民税均等割 2.1

評価性引当額 21.4

還付法人税等 △17.1

不適切取引修正額 158.2

その他 10.3

税効果会計適用後の法人税等の負担率 249.4
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（セグメント情報）

【事業の種類別情報】

当連結会計年度（自　平成19年４月１日　至　平成20年３月31日）

（訂正前）

 
ミドルウェア事業
（千円）

メディア事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

Ⅰ　売上高及び営業損益      

売上高      

(1）外部顧客に対する売上高 2,751,054367,2833,118,337 － 3,118,337

(2）セグメント間の内部売上高
又は振替高

40,000 － 40,000 (40,000) －

計 2,791,054367,2833,158,337(40,000)3,118,337

営業費用 2,489,98751,8052,541,793(43,500)2,498,293

営業利益 301,066315,477616,544 3,500 620,044

Ⅱ　資産、減価償却費及び資本的支
出

     

資産 4,636,798847,7435,484,542(250,427)5,234,115

減価償却費 195,062 7,004 202,066 － 202,066

資本的支出 1,006,432548,3001,554,732 － 1,554,732

　（注）１．事業区分の方法

事業区分は事業内容を勘案して、分類しております。

２．各区分に属する主要な事業の内容

 事業区分 事業内容

 ミドルウェア事業 自社製品開発販売（ライセンス）、受託開発、コンサルティング等

 メディア事業 携帯電話サイト運営、広告、コンテンツ開発支援等

３．営業費用のうち、消去または全社の項目に含めた配賦不能営業費用はありません。

４．減価償却費及び資本的支出には長期前払費用とのれん及びこれらに係る償却額が含まれております。
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（訂正後）

 
ミドルウェア事業
（千円）

メディア事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

Ⅰ　売上高及び営業損益      

売上高      

(1）外部顧客に対する売上高 2,621,054192,2832,813,337 － 2,813,337

(2）セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － －

計 2,621,054192,2832,813,337 － 2,813,337

営業費用 2,489,98710,9722,500,959(3,500)2,497,459

営業利益 131,066181,311312,377 3,500 315,877

Ⅱ　資産、減価償却費及び資本的支
出

     

資産 4,506,798318,8714,825,670(290,427)4,535,242

減価償却費 195,062 6,170 201,233 － 201,233

資本的支出 1,006,43288,3001,094,732 － 1,094,732

　（注）１．事業区分の方法

事業区分は事業内容を勘案して、分類しております。

２．各区分に属する主要な事業の内容

 事業区分 事業内容

 ミドルウェア事業 自社製品開発販売（ライセンス）、受託開発、コンサルティング等

 メディア事業 携帯電話サイト運営、広告、コンテンツ開発支援等

３．営業費用のうち、消去または全社の項目に含めた配賦不能営業費用はありません。

４．減価償却費及び資本的支出には長期前払費用とのれん及びこれらに係る償却額が含まれております。
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【海外売上高】

当連結会計年度（自　平成19年４月１日　至　平成20年３月31日）

（訂正前）

 アジア 米国 ヨーロッパ 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 669,168 83,515 46,940 799,623

Ⅱ　連結売上高（千円）    3,118,337

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割合（％） 21.4 2.7 1.5 25.6

　（注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。

２．各区分に属する国又は地域の内訳は次のとおりであります。

アジア・・・大韓民国

ヨーロッパ・・・スウェーデン王国

３．海外売上高は当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

 

（訂正後）

 アジア 米国 ヨーロッパ 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 669,168 83,515 46,940 799,623

Ⅱ　連結売上高（千円）    2,813,337

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割合（％） 23.8 3.0 1.7 28.4

　（注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。

２．各区分に属する国又は地域の内訳は次のとおりであります。

アジア・・・大韓民国

ヨーロッパ・・・スウェーデン王国

３．海外売上高は当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。
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（１株当たり情報）

（訂正前）

当連結会計年度
（自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日）

 

 

１株当たり純資産額 55,069.00円

１株当たり当期純利益金額 3,959.55円

潜在株式調整後１株当たり当期純利
益金額

3,434.35円

　

 

　（注）　１株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりでありま

す。

 
当連結会計年度

（自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日）

 

１株当たり当期純利益金額   

当期純利益（千円） 278,574  

普通株主に帰属しない金額（千円） －  

普通株式に係る当期純利益（千円） 278,574  

期中平均株式数（株） 70,355  

   

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額   

当期純利益調整額（千円） －  

普通株式増加数（株） 10,759  

（うち新株予約権） （10,759）  

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整

後１株当たり当期純利益の算定に含めな

かった潜在株式の概要

──────
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（訂正後）

当連結会計年度
（自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日）

 

 

１株当たり純資産額 49,392.82円

１株当たり当期純損失金額 △2,420.55円

　

 

　なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につい

ては、１株当たり当期純損失が計上されているため、記載

しておりません。

 

　（注）　１株当たり当期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当連結会計年度

（自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日）

 

１株当たり当期純損失金額   

当期純損失（△）（千円） △170,298  

普通株主に帰属しない金額（千円） －  

普通株式に係る当期純損失（△）

（千円）
△170,298  

期中平均株式数（株） 70,355  

   

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額   

当期純利益調整額（千円） －  

普通株式増加数（株） －  

（うち新株予約権） －  

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整

後１株当たり当期純利益の算定に含めな

かった潜在株式の概要

第２回新株予約権（新株予約権の

数360個）

第３回新株予約権（新株予約権の

数20個）

第４回新株予約権（新株予約権の

数290個）

第６回新株予約権（新株予約権の

数100個）

第８回新株予約権（新株予約権の

数10個）

第10回新株予約権（新株予約権の

数2,030個）

第14回新株予約権（新株予約権の

数3,980個）

第15回新株予約権（新株予約権の

数170個）
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２【財務諸表等】

（１）【財務諸表】

①【貸借対照表】

（訂正前）

  
前事業年度

（平成19年３月31日）
当事業年度

（平成20年３月31日）

区分
注記
番号

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

（資産の部）        

Ⅰ　流動資産        

１．現金及び預金   929,965  1,378,042 

２．売掛金 ※２  946,602  1,045,353 

３．未収入金   171,652  897  

４．仕掛品   51,677   101,414 

５．前払費用   36,687   27,049  

６．関係会社短期貸付金   －   100,000 

７．繰延税金資産   51,194   36,987  

８．その他   3,049   20,166  

流動資産合計   2,190,82883.0  2,709,91257.9

Ⅱ　固定資産        

１．有形固定資産        

(1）建物  13,228   51,047   

減価償却累計額  3,926 9,302  8,540 42,507  

(2）車両運搬具  3,150   3,150   

減価償却累計額  1,934 1,215  2,382 767  

(3）器具備品  34,777   77,116   

減価償却累計額  14,224 20,552  35,885 41,230  

(4）建設仮勘定   －   3,868  

有形固定資産合計   31,0701.2  88,3731.9

２．無形固定資産        

(1）のれん   32,832   24,624  

(2）ソフトウェア   162,403  867,794 

(3）ソフトウェア仮勘定   154,274  151,012 

(4）その他   13   13  

無形固定資産合計   349,52413.2  1,043,44422.3
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前事業年度

（平成19年３月31日）
当事業年度

（平成20年３月31日）

区分
注記
番号

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

３．投資その他の資産        

(1）投資有価証券   －   293,798 

(2）関係会社株式 ※１  －   268,604 

(3）関係会社長期貸付金   －   100,000 

(4）差入保証金   68,573   119,994 

(5）長期前払費用   291   42,500  

(6）繰延税金資産   －   16,061  

投資その他の資産合計   68,8652.6  840,95818.0

固定資産合計   449,46017.0  1,972,77542.1

資産合計   2,640,289100.0  4,682,688100.0

        

（負債の部）        

Ⅰ　流動負債        

１．買掛金   53,054   99,524  

２．一年内償還予定社債   －   18,000  

３．未払金   54,805   67,214  

４．未払法人税等   163,049  110,706 

５．未払消費税等   40,802   －  

６．未払費用   101,594  129,086 

７．前受金   93,315   －  

８．預り金   13,847   14,340  

９．その他   880   －  

流動負債合計   521,35019.7  438,8729.4

Ⅱ　固定負債        

社債   －   23,000  

固定負債合計   － －  23,0000.5

負債合計   521,35019.7  461,8729.9
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前事業年度

（平成19年３月31日）
当事業年度

（平成20年３月31日）

区分
注記
番号

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

（純資産の部）        

Ⅰ　株主資本        

１．資本金   960,00036.4  1,945,49541.5

２．資本剰余金        

(1）資本準備金  824,200   1,809,695   

資本剰余金合計   824,20031.2  1,809,69538.6

３．利益剰余金        

(1）その他利益剰余金        

繰越利益剰余金  334,738   471,060   

利益剰余金合計   334,73812.7  471,06010.1

株主資本合計   2,118,93880.3  4,226,25090.3

Ⅱ　評価・換算差額等        

その他有価証券評価差
額金

  － －  △5,433  

評価・換算差額等合計   － －  △5,433△0.1

純資産合計   2,118,93880.3  4,220,81690.1

負債純資産合計   2,640,289100.0  4,682,688100.0
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（訂正後）

  
前事業年度

（平成19年３月31日）
当事業年度

（平成20年３月31日）

区分
注記
番号

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

（資産の部）        

Ⅰ　流動資産        

１．現金及び預金   929,965  1,378,042 

２．売掛金 ※２  946,602  908,853 

３．未収入金   171,652  7,397  

４．仕掛品   51,677   101,414 

５．前払費用   36,687   27,049  

６．関係会社短期貸付金   －   60,000  

７．繰延税金資産   51,194   36,987  

８．その他   3,049   20,166  

流動資産合計   2,190,82883.0  2,539,91256.3

Ⅱ　固定資産        

１．有形固定資産        

(1）建物  13,228   51,047   

減価償却累計額  3,926 9,302  8,540 42,507  

(2）車両運搬具  3,150   3,150   

減価償却累計額  1,934 1,215  2,382 767  

(3）器具備品  34,777   77,116   

減価償却累計額  14,224 20,552  35,885 41,230  

(4）建設仮勘定   －   3,868  

有形固定資産合計   31,0701.2  88,3732.0

２．無形固定資産        

(1）のれん   32,832   24,624  

(2）ソフトウェア   162,403  867,794 

(3）ソフトウェア仮勘定   154,274  151,012 

(4）その他   13   13  

無形固定資産合計   349,52413.2  1,043,44423.1
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前事業年度

（平成19年３月31日）
当事業年度

（平成20年３月31日）

区分
注記
番号

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

３．投資その他の資産        

(1）投資有価証券   －   293,798 

(2）関係会社株式 ※１  －   268,604 

(3）関係会社長期貸付金   －   100,000 

(4）差入保証金   68,573   119,994 

(5）長期前払費用   291   42,500  

(6）繰延税金資産   －   16,061  

投資その他の資産合計   68,8652.6  840,95818.6

固定資産合計   449,46017.0  1,972,77543.7

資産合計   2,640,289100.0  4,512,688100.0

        

（負債の部）        

Ⅰ　流動負債        

１．買掛金   53,054   99,524  

２．一年内償還予定社債   －   18,000  

３．未払金   54,805   67,214  

４．未払法人税等   163,049  110,706 

５．未払消費税等   40,802   －  

６．未払費用   101,594  129,086 

７．前受金   93,315   －  

８．預り金   13,847   14,340  

９．その他 ※２  880   －  

流動負債合計   521,35019.7  438,8729.7

Ⅱ　固定負債        

社債   －   23,000  

固定負債合計   － －  23,0000.5

負債合計   521,35019.7  461,87210.2
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前事業年度

（平成19年３月31日）
当事業年度

（平成20年３月31日）

区分
注記
番号

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

（純資産の部）        

Ⅰ　株主資本        

１．資本金   960,00036.4  1,945,49543.1

２．資本剰余金        

(1）資本準備金  824,200   1,809,695   

資本剰余金合計   824,20031.2  1,809,69540.1

３．利益剰余金        

(1）その他利益剰余金        

繰越利益剰余金  334,738   301,060   

利益剰余金合計   334,73812.7  301,0606.7

株主資本合計   2,118,93880.3  4,056,25089.9

Ⅱ　評価・換算差額等        

その他有価証券評価差
額金

  － －  △5,433  

評価・換算差額等合計   － －  △5,433△0.1

純資産合計   2,118,93880.3  4,050,81689.8

負債純資産合計   2,640,289100.0  4,512,688100.0
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②【損益計算書】

（訂正前）

  
前事業年度

（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

当事業年度
（自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日）

区分
注記
番号

金額（千円）
百分比
（％）

金額（千円）
百分比
（％）

Ⅰ　売上高   2,237,551100.0  2,743,906100.0

Ⅱ　売上原価   717,51332.1  941,62734.3

売上総利益   1,520,03767.9  1,802,27965.7

Ⅲ　販売費及び一般管理費 ※1,2  1,111,61249.7  1,467,60653.5

営業利益   408,42518.2  334,67212.2

Ⅳ　営業外収益        

１．受取利息  634   2,401   

２．関係会社業務受託収入  －   3,500   

３．その他  968 1,6030.1 624 6,5260.2

Ⅴ　営業外費用        

１．支払利息  －   236   

２．社債利息  －   295   

３．株式交付費  24,074   11,351   

４．社債発行費  －   1,657   

５．為替差損  21,733   29,868   

６．その他  4,057 49,8652.2 21 43,4301.7

経常利益   360,16216.1  297,76710.9

Ⅵ　特別利益        

１．のれん譲渡益  130,000   －   

２．投資有価証券売却益  － 130,0005.8 6,891 6,8910.2

Ⅶ　特別損失        

１．固定資産売却損 ※３ 16   －   

２．移転費用  －   30,342   

３．固定資産除却損 ※４ － 16 0.0 37 30,3791.1

税引前当期純利益   490,14621.9  274,27910.0

法人税、住民税及び事業
税

 268,550   155,593   

還付法人税等  －   △19,509   

法人税等調整額  △42,182226,36810.1 1,873 137,9575.0

当期純利益   263,77711.8  136,3215.0
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（訂正後）

  
前事業年度

（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

当事業年度
（自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日）

区分
注記
番号

金額（千円）
百分比
（％）

金額（千円）
百分比
（％）

Ⅰ　売上高   2,237,551100.0  2,573,906100.0

Ⅱ　売上原価   717,51332.1  941,62736.6

売上総利益   1,520,03767.9  1,632,27963.4

Ⅲ　販売費及び一般管理費 ※1,2  1,111,61249.7  1,467,60657.0

営業利益   408,42518.2  164,6726.4

Ⅳ　営業外収益        

１．受取利息  634   2,401   

２．関係会社業務受託収入  －   3,500   

３．その他  968 1,6030.1 624 6,5260.3

Ⅴ　営業外費用        

１．支払利息  －   236   

２．社債利息  －   295   

３．株式交付費  24,074   11,351   

４．社債発行費  －   1,657   

５．為替差損  21,733   29,868   

６．その他  4,057 49,8652.2 21 43,4301.7

経常利益   360,16216.1  127,7675.0

Ⅵ　特別利益        

１．のれん譲渡益  130,000   －   

２．投資有価証券売却益  － 130,0005.8 6,891 6,8910.3

Ⅶ　特別損失        

１．固定資産売却損 ※３ 16   －   

２．移転費用  －   30,342   

３．固定資産除却損 ※４ － 16 0.0 37 30,3791.2

税引前当期純利益   490,14621.9  104,2794.1

法人税、住民税及び事業
税

 268,550   155,593   

還付法人税等  －   △19,509   

法人税等調整額  △42,182226,36810.1 1,873 137,9575.4

当期純利益又は当期純
損失（△）

  263,77711.8  △33,678△1.3

 

EDINET提出書類

株式会社アクロディア(E05630)

訂正有価証券報告書

48/56



③【株主資本等変動計算書】

当事業年度（自　平成19年４月１日　至　平成20年３月31日）

（訂正前）

 

株主資本
評価・換算差
額等

純資産合計

資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本合計
その他有価証
券評価差額金

資本準備金

その他利益剰
余金

繰越利益剰余金

平成19年３月31日　残高（千円） 960,000 824,200 334,7382,118,938 － 2,118,938

事業年度中の変動額       

新株の発行 985,495 985,495  1,970,990  1,970,990

当期純利益   136,321 136,321  136,321

株主資本以外の項目の事業年度
中の変動額合計（純額）

    △5,433 △5,433

事業年度中の変動額合計（千円） 985,495 985,495 136,3212,107,311△5,433 2,101,877

平成20年３月31日　残高（千円） 1,945,4951,809,695471,0604,226,250△5,433 4,220,816

       

 

（訂正後）

 

株主資本
評価・換算差
額等

純資産合計

資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本合計
その他有価証
券評価差額金

資本準備金

その他利益剰
余金

繰越利益剰余金

平成19年３月31日　残高（千円） 960,000 824,200 334,7382,118,938 － 2,118,938

事業年度中の変動額       

新株の発行 985,495 985,495  1,970,990  1,970,990

当期純損失（△）   △33,678 △33,678  △33,678

株主資本以外の項目の事業年度
中の変動額合計（純額）

    △5,433 △5,433

事業年度中の変動額合計（千円） 985,495 985,495△33,6781,937,311△5,433 1,931,877

平成20年３月31日　残高（千円） 1,945,4951,809,695301,0604,056,250△5,433 4,050,816
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注記事項

（税効果会計関係）

（訂正前）

前事業年度
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

当事業年度
（自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日）

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別

の内訳

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別

の内訳

 

繰延税金資産 （千円）

一括償却資産損金不算入 1,016

未払費用損金不算入 572

未払事業税損金不算入 19,280

売上調整加算額等 30,325

外国税額控除繰越額 6,118

繰延税金資産合計 57,313

評価性引当額 △6,118

繰延税金資産の純額 51,194

　

 

繰延税金資産 （千円）

減価償却超過額 12,334

未払事業税損金不算入 11,194

売上調整加算額等 20,345

未払外国法人税等 3,515

有価証券評価差額金 3,727

その他 1,933

繰延税金資産合計 53,049

　

　繰延税金資産の純額は、貸借対照表の以下の項目に含

まれております。

　繰延税金資産の純額は、貸借対照表の以下の項目に含

まれております。

 

 （千円）

流動資産－繰延税金資産 51,194

　

 

 （千円）

流動資産－繰延税金資産 36,987

固定資産－繰延税金資産 16,061

　

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担

率との間に重要な差異があるときの、当該差異の原

因となった主要な項目別の内訳

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担

率との間に重要な差異があるときの、当該差異の原

因となった主要な項目別の内訳

 

 （％）

法定実効税率 40.6

（調整）  

交際費等永久に損金に算入されない項目 2.7

住民税均等割 0.5

評価性引当額 1.3

その他 1.1

税効果会計適用後の法人税等の負担率 46.2

　

 

 （％）

法定実効税率 40.6

（調整）  

外国税額損金算入額 10.6

交際費等永久に損金に算入されない項目 3.4

住民税均等割 0.8

還付法人税等 △7.1

その他 2.0

税効果会計適用後の法人税等の負担率 50.3
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（訂正後）

前事業年度
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

当事業年度
（自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日）

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別

の内訳

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別

の内訳

 

繰延税金資産 （千円）

一括償却資産損金不算入 1,016

未払費用損金不算入 572

未払事業税損金不算入 19,280

売上調整加算額等 30,325

外国税額控除繰越額 6,118

繰延税金資産合計 57,313

評価性引当額 △6,118

繰延税金資産の純額 51,194

　

 

繰延税金資産 （千円）

減価償却超過額 12,334

未払事業税損金不算入 11,194

売上調整加算額等 20,345

未払外国法人税等 3,515

有価証券評価差額金 3,727

その他 1,933

繰延税金資産合計 53,049

　

　繰延税金資産の純額は、貸借対照表の以下の項目に含

まれております。

　繰延税金資産の純額は、貸借対照表の以下の項目に含

まれております。

 

 （千円）

流動資産－繰延税金資産 51,194

　

 

 （千円）

流動資産－繰延税金資産 36,987

固定資産－繰延税金資産 16,061

　

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担

率との間に重要な差異があるときの、当該差異の原

因となった主要な項目別の内訳

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担

率との間に重要な差異があるときの、当該差異の原

因となった主要な項目別の内訳

 

 （％）

法定実効税率 40.6

（調整）  

交際費等永久に損金に算入されない項目 2.7

住民税均等割 0.5

評価性引当額 1.3

その他 1.1

税効果会計適用後の法人税等の負担率 46.2

　

 

 （％）

法定実効税率 40.7

（調整）  

外国税額損金算入額 28.0

交際費等永久に損金に算入されない項目 9.0

住民税均等割 2.2

還付法人税等 △18.7

不適切取引修正額 66.3

その他 4.8

税効果会計適用後の法人税等の負担率 132.3
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（１株当たり情報）

（訂正前）

前事業年度
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

当事業年度
（自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日）

 

１株当たり純資産額 31,668.48円

１株当たり当期純利益金額 4,428.70円

潜在株式調整後１株当たり当期純利
益金額

3,538.17円

　

 

１株当たり純資産額 53,374.01円

１株当たり当期純利益金額 1,937.63円

潜在株式調整後１株当たり当期純利
益金額

1,680.62円

　

　（注）　１株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりでありま

す。

 
前事業年度

（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

当事業年度
（自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日）

１株当たり当期純利益金額   

当期純利益（千円） 263,777 136,321

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る当期純利益（千円） 263,777 136,321

期中平均株式数（株） 59,561 70,355

   

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額   

当期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） 14,991 10,759

（うち新株予約権） （14,991） （10,759）

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整

後１株当たり当期純利益の算定に含めな

かった潜在株式の概要

────── ──────
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（訂正後）

前事業年度
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

当事業年度
（自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日）

 

１株当たり純資産額 31,668.48円

１株当たり当期純利益金額 4,428.70円

潜在株式調整後１株当たり当期純利
益金額

3,538.17円

　

 

１株当たり純資産額 51,224.29円

１株当たり当期純損失金額 △478.69円

　

 　なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につい

ては、１株当たり当期純損失が計上されているため、記載

しておりません。

　（注）　１株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりでありま

す。

 
前事業年度

（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

当事業年度
（自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日）

１株当たり当期純利益金額又は当期純損失

金額
  

当期純利益又は当期純損失（△）

（千円）
263,777 △33,678

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る当期純利益又は当期純損

失（千円）
263,777 △33,678

期中平均株式数（株） 59,561 70,355

   

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額   

当期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） 14,991 －

（うち新株予約権） （14,991） －

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整

後１株当たり当期純利益の算定に含めな

かった潜在株式の概要

────── 第２回新株予約権（新株予約権の

数360個）

第３回新株予約権（新株予約権の

数20個）

第４回新株予約権（新株予約権の

数290個）

第６回新株予約権（新株予約権の

数100個）

第８回新株予約権（新株予約権の

数10個）

第10回新株予約権（新株予約権の

数2,030個）

第14回新株予約権（新株予約権の

数3,980個）

第15回新株予約権（新株予約権の

数170個）
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（２）【主な資産及び負債の内容】

①　流動資産

ロ．売掛金

相手先別内訳

（訂正前）

相手先 金額（千円）

ソフトバンクモバイル株式会社 196,416

株式会社ささげ屋 136,500

Samsung Electronics Co.,Ltd 127,758

ギガネットワークス㈱ 99,750

シャープ㈱ 81,609

その他 403,319

合計 1,045,353

 

売掛金の発生及び回収ならびに滞留状況

前期繰越高
（千円）

当期発生高
（千円）

当期回収高
（千円）

次期繰越高
（千円）

回収率（％） 滞留期間（日）

(A) (B) (C) (D)
(C)

─────
(A) ＋ (B)

× 100

(A) ＋ (D)
─────
２

──────
(B)

─────
366

946,6022,843,4782,744,7261,045,353 72.4 128

　（注）　当期発生高には消費税等が含まれております。

 

（訂正後）

相手先 金額（千円）

ソフトバンクモバイル株式会社 196,416

Samsung Electronics Co.,Ltd 127,758

ギガネットワークス㈱ 99,750

シャープ㈱ 81,609

株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモ 61,599

その他 341,719

合計 908,853

 

売掛金の発生及び回収ならびに滞留状況

前期繰越高
（千円）

当期発生高
（千円）

当期回収高
（千円）

次期繰越高
（千円）

回収率（％） 滞留期間（日）

(A) (B) (C) (D)
(C)

─────
(A) ＋ (B)

× 100

(A) ＋ (D)
─────
２

──────
(B)

─────
366

946,6022,700,1532,737,901908,853 75.1 125

　（注）　当期発生高には消費税等が含まれております。
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 独立監査人の監査報告書  

 

 

 平成22年８月26日

株式会社アクロディア  

 

 取締役会　御中  

 

 監査法人Ａ＆Ａパートナーズ  

 

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 笹　本　憲　一　　印

 

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 進　藤　直　滋　　印

 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられて

いる株式会社アクロディアの平成19年４月１日から平成20年３月31日までの連結会計年度の連結財務諸表、すなわち、

連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書、連結キャッシュ・フロー計算書及び連結附属明細表に

ついて監査を行った。この連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から連結財務諸表

に対する意見を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監

査法人に連結財務諸表に重要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。監査は、試査を基

礎として行われ、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全

体としての連結財務諸表の表示を検討することを含んでいる。当監査法人は、監査の結果として意見表明のための合理

的な基礎を得たと判断している。

　当監査法人は、上記の連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、株式

会社アクロディア及び連結子会社の平成20年３月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する連結会計年度の経

営成績及びキャッシュ・フローの状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

 

追記情報

　有価証券報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社は金融商品取引法第24条の２第１項の規定に

基づき連結財務諸表を訂正している。当監査法人は訂正後の連結財務諸表について監査を行った。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）　上記は、監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が連結財務諸表に添付

する形で別途保管しております。
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 独立監査人の監査報告書  

 

 

 平成22年８月26日

株式会社アクロディア  

 

 取締役会　御中  

 

 監査法人Ａ＆Ａパートナーズ  

 

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 笹　本　憲　一　　印

 

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 進　藤　直　滋　　印

 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられて

いる株式会社アクロディアの平成19年４月１日から平成20年３月31日までの第４期事業年度の財務諸表、すなわち、貸

借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び附属明細表について監査を行った。この財務諸表の作成責任は経営

者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から財務諸表に対する意見を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監

査法人に財務諸表に重要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。監査は、試査を基礎と

して行われ、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体と

しての財務諸表の表示を検討することを含んでいる。当監査法人は、監査の結果として意見表明のための合理的な基礎

を得たと判断している。

　当監査法人は、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、株式会社

アクロディアの平成20年３月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する事業年度の経営成績をすべての重要な点

において適正に表示しているものと認める。

 

追記情報

　有価証券報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社は金融商品取引法第24条の２第１項の規定に

基づき財務諸表を訂正している。当監査法人は訂正後の財務諸表について監査を行った。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）　上記は、監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が財務諸表に添付する

形で別途保管しております。
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